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一

解
説―

「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」（
三
）―

「
天
路
歴
程
」
を
め
ぐ
っ
て     

　
は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
小
橋
勝
之
助
日
誌
」
は
大
阪
市
淀
川
区
に
あ
る
社
会
福

祉
法
人
博
愛
社
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
児
童
養
護
施
設
博
愛
社
の
創
設

者
小
橋
勝
之
助
（
一
八
六
三
〜
一
八
九
三
）
は
生
涯
三
冊
の
日
誌
を
残
し
て
い

る
。
今
回
の
日
誌
は
表
紙
に
「
天
路
歴
程
」
と
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
二
月
二
一
日
か
ら
同
年
一
二
月
三
〇
日
ま
で
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
日
誌
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
「
小
橋
勝
之
助
日
誌
（
二
）―

天
路

歴
程
」（『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』一
〇
五
号
）と
し
て
、冒
頭
の
九
二（
明

治
二
五
）
年
二
月
二
一
日
か
ら
同
五
月
末
日
ま
で
を
翻
刻
し
紹
介
し
た
。
今
回
は

そ
の
続
き
と
し
て
六
月
一
日
か
ら
七
月
一
五
日
ま
で
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
日
誌
「
天
路
歴
程
」
の
背
景

　

日
誌
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
前
稿
（「
小
橋
勝
之
助
日
誌
（
二
）―

「
天
路

歴
程
」）
と
重
複
す
る
記
述
と
な
る
が
、
博
愛
社
や
こ
の
時
期
の
小
橋
個
人
の
こ

と
に
つ
き
若
干
ふ
れ
て
、
日
誌
の
背
景
を
瞥
見
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

  

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
月
、
小
橋
勝
之
助
の
尽
力
に
よ
っ
て
播
州
赤
穂

の
地
に
創
設
さ
れ
た
博
愛
社
は
、
翌
九
一
年
七
月
二
五
日
、
念
願
の
普
通
学
校
を

開
校
し
た
。
し
か
し
開
校
間
も
な
く
石
井
十
次
の
経
営
す
る
岡
山
孤
児
院
と
の

合
併
の
議
が
浮
上
し
、
か
く
て
九
一
年
一
〇
月
二
日
に
博
愛
社
と
岡
山
孤
児
院
は

合
併
す
る
。
そ
し
て
博
愛
社
の
財
産
を
岡
山
孤
児
院
に
寄
附
し
、
普
通
学
校
も
岡

山
孤
児
院
の
付
属
と
な
る
。
し
か
し
博
愛
社
創
設
の
中
心
人
物
、
小
橋
勝
之
助
は

九
三
年
三
月
に
死
去
す
る
。
そ
の
死
後
、
九
三
年
四
月
二
〇
日
再
び
両
者
は
独
自

に
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
一
年
半
共
同
の
歩
み
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
誌
に
は
博
愛
社
が
岡
山
孤
児
院
と
の
共
同
歩

調
の
中
に
あ
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時

期
、
近
代
日
本
災
害
史
の
中
で
も
有
数
の
も
の
に
数
え
ら
れ
る
九
一
年
一
〇
月
末

の
濃
尾
大
震
災
の
勃
発
が
あ
り
、
石
井
や
小
橋
は
そ
の
救
済
活
動
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
日
誌
を
読
み
解
く
背
景
に
入
れ
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
石
井
は
名
古
屋
に
震
災
孤
児
院
を
創
設
し
、
孤
児
救
済

事
業
を
展
開
し
て
い
く
が
、
石
井
の
動
向
と
と
も
に
小
橋
の
そ
れ
へ
の
関
わ
り
等
、

こ
う
し
た
背
景
も
こ
の
日
誌
か
ら
貴
重
な
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
彼
の
身
体
は
迫
り
来
る
病
魔
に
勝
て
ず
、
翌
九
三
年
三
月
、
小
橋

は
天
に
召
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
小
橋
の
病
気
と
の
闘
い
の
日
々
、
あ
る
い
は
彼
が
医
学
の
知
識
を
背

景
に
病
気
と
如
何
に
つ
き
あ
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
具
に
窺
う
こ
と
も
で
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二

き
る
。
そ
う
し
た
病
魔
と
の
格
闘
の
中
で
、
小
橋
は
博
愛
社
の
北
海
道
移
住
の
こ

と
も
考
え
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
人
間
関
係
に
関
し
て
触
れ
て
お
く
と
、

こ
れ
は
博
愛
社
の
歴
史
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
実
之
助
や
兄
弟
達
の
動
向
、

後
に
弟
実
之
助
と
と
も
に
博
愛
社
の
経
営
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
博
愛
社
の
母
と

し
て
、
そ
し
て
後
に
大
阪
婦
人
矯
風
会
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
く
林
歌
子
の
事
業

へ
の
参
加
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
具
に
日
誌
に
顕
現
し

て
お
り
、
か
か
る
事
実
が
こ
の
日
誌
「
天
路
歴
程
」
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に

な
る
の
で
あ
る
。

二
、
今
回
の
日
誌
の
内
容
に
つ
い
て

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
日
誌
は
六
月
一
日
か
ら
七
月
一
〇
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月

半
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
は
上
述
し
た
岡
山
孤
児
院
と
の
連
携
の
も
と
で
展
開

さ
れ
る
博
愛
社
の
事
業
や
震
災
孤
児
院
の
こ
と
、
小
橋
の
病
魔
と
格
闘
す
る
痛
々

し
い
姿
を
日
々
、
具
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
今
回
紹
介
す
る
日
誌
の
中

で
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
北
海
道
視
察
旅
行
の
件
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
小
橋
は
従
来
か
ら
博
愛
社
の
移
転
先
に
北
海
道
を
考
え
て
い
た
。
病
気

で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
年
に
病
身
を
押
し
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
こ
の
旅
（「
漫
遊
」）
に
つ
い
て
の
み
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

旅
行
前
日
の
六
月
三
日
の
日
誌
に
よ
れ
ば
、
小
橋
は
岡
山
孤
児
院
の
朝
の
集
会

に
お
い
て
、
北
海
道
行
き
（「
渡
遊
」）
の
こ
と
を
報
告
し
、
石
井
十
次
ら
と
会
談

し
て
い
る
。
そ
し
て
博
愛
社
に
帰
り
翌
日
に
神
戸
に
向
け
旅
の
途
に
就
い
て
い
る
。

ち
な
み
に
石
井
の
日
誌
に
は
「
小
橋
君
漫
遊
の
途
に
上
ら
る
」（
六
月
三
日
）
と

あ
る
の
み
で
、
こ
の
文
言
以
上
に
小
橋
の
旅
に
関
す
る
石
井
の
所
感
は
窺
え
な
い
。

小
橋
は
そ
の
後
、
大
阪
か
ら
京
都
へ
と
向
か
い
一
一
日
に
京
都
に
着
す
。
そ
し
て

一
五
日
に
大
垣
、
そ
の
後
名
古
屋
へ
行
き
、
震
災
孤
児
院
を
訪
問
し
、
二
二
日
に

東
京
に
到
着
し
て
い
る
。
東
京
で
は
多
く
の
著
名
な
キ
リ
ス
ト
者
や
社
会
事
業
家

に
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
回
の
翻
刻
箇
所
を
読
ま
れ
れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。

　

そ
の
後
、
七
月
二
五
日
に
上
野
駅
か
ら
仙
台
に
向
け
て
出
発
す
る
。
そ
の
夜
に

仙
台
に
到
着
し
、
直
ち
に
仙
台
孤
児
院
を
訪
問
し
て
い
る
。
二
八
日
に
仙
台
を
立

ち
、
青
森
を
経
て
二
九
日
に
函
館
に
到
着
す
る
。
そ
し
て
三
一
日
、
船
に
て
室
蘭

に
着
し
、
林
竹
太
郎
の
経
営
す
る
北
海
孤
児
院
に
寄
寓
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
八
月
二
日
の
日
誌
に
は
「
林
竹
太
郎
と
博
愛
社
北
海
孤
児
院
合
同
の
件
に
付
き

大
ニ
談
す
る
処
あ
り
し
」
と
あ
り
、
林
と
博
愛
社
と
北
海
孤
児
院
の
こ
と
、
あ
る

い
は
将
来
の
構
想
に
つ
い
て
毎
日
議
論
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
小
橋
は
札
幌
や
岩

見
沢
付
近
を
旅
し
、
多
く
の
人
に
会
う
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
九
月
六
日
に
林
ら
に
別
れ
を
告
げ
帰
路
に
就
き
、
翌
七
日
函
館
に
着
し
、

九
日
に
東
京
に
戻
り
、
東
京
に
て
多
く
の
人
に
会
い
、
主
に
北
海
道
の
土
産
話
を

し
、
一
五
日
に
東
京
を
経
ち
、
名
古
屋
に
寄
り
、
九
月
一
七
日
に
博
愛
社
に
帰
っ

て
い
る
。
そ
の
日
の
日
誌
に
は
「
午
前
四
時
起
褥
喫
飯
人
力
車
を
雇
ひ
、
名
古
屋

停
車
場
に
行
き
五
時
四
十
六
分
発
の
汽
車
に
乗
り
込
め
り
午
后
五
時
過
ぎ
那
波
駅

に
着
す
其
よ
り
人
力
車
を
雇
ふ
て
鶴
亀
村
に
行
き
木
村
氏
宅
に
荷
物
を
預
け
歩
行

し
て
西
後
明
村
坂
下
に
至
り
し
に
疲
労
し
て
進
む
能
は
ず
即
ち
人
を
雇
ふ
て
博
愛

社
に
報
ず
直
ち
に
籠
を
以
て
迎
ひ
に
来
ら
る
十
時
頃
博
愛
社
に
着
す
十
二
時
頃
迠

談
話
せ
り
無
事
博
愛
社
に
帰
り
し
事
を
主
に
感
謝
す
ア
ー
メ
ン
」
と
認
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
へ
の
往
復
路
に
お
い
て
当
時
の
彼
の
人
間
関
係
や

施
設
の
動
向
等
貴
重
な
情
報
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
旅
は
非
常
な
る
激

務
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
健
康
上
か
ら
判
断
す
る
と
決
し
て
良
か
っ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
博
愛
社
の
将
来
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
し
て
育
児
事
業
を
覚

悟
す
る
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
北
海
道
へ
の
旅
は
ま
さ
に
命
を
か
け
た
三
ケ
月
半
に

亘
る
視
察
の
旅
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

  

し
か
し
紙
幅
の
関
係
で
往
路
の
東
京
ま
で
し
か
紹
介
出
来
ず
、
こ
の
旅
の
全
容

に
つ
い
て
は
後
稿
に
譲
り
た
い
が
、
彼
が
北
海
道
に
夢
を
抱
き
、
博
愛
社
や
孤
児

院
事
業
の
将
来
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
の
旅
の
一
端
は
理
解
で
き
よ
う
。
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三

＊
１　

関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授

＊
２　

関
西
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

＊
３　

関
西
学
院
大
学
大
学
院
奨
励
研
究
員

〔
凡
例
〕

・
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
固
有
名
詞
・
地
名
は
原
文
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・
史
料
上
の
句
読
点
は
、
日
記
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

・ 

判
読
不
能
な
文
字
は
、□
で
示
し
た
。
ま
た
、文
字
数
が
判
明
で
き
な
い
場
合
は﹇　

﹈で
示
し
た
。

・
原
本
中
で
、
文
字
に
疑
問
は
無
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
に
つ
い
て
は(

マ
マ)

を
附
し
、

疑
問
の
残
る
場
合
は(

カ)

を
附
し
て
傍
注
し
た

※
こ
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

19530538

研
究
課
題
「
大
阪
『
博
愛
社
』
の
総
合
的
研
究―

大
都
市
に
お
け
る
児
童
保
護

の
歴
史
的
検
証―

」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※
本
稿
の
解
説
は
室
田
、
解
読
は
室
田
、
鎌
谷
、
片
岡
が
お
こ
な
っ
た
。
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四

六
月
一
日
（
水
曜
）
今
日
ハ
朝
よ
り
七
大
教
育
家
伝
を
読
み
又
役
員
諸
氏
と
談
話

し
又
口
の
清
め
ら
る
ゝ
事
に
付
き
考
へ
主
に
祈
れ
り
則
ち
左
の
規
律
を
厳
重

に
守
る
べ
し
（
一
）
午
后
十
時
就
褥
午
前
六
時
起
褥
則
ち
八
時
よ
り
十
時
間

休
眠
（
二
）
三
度
の
食
事
の
外
何
を
も
食
せ
ず
殊
に
菓
子
等
一
切
禁
ず
可
し

但
牛
乳
其
他
滋
養
品
は
此
限
り
に
非
ず
（
三
）
身
体
の
運
動
海
水
浴
を
と
る

可
ら
ず

二
日
（
木
曜
）
今
日
は
朝
七
大
教
育
家
伝
を
読
み
大
に
学
ぶ
所
あ
り
し
又
久
し
く

休
眠
し
夜
は
炭
谷
愛
姉
の
楼
上
に
於
て
孤
児
院
会
議
を
開
け
り
孤
児
院
将
来

の
教
育
の
方
針
ハ
工
業
的
農
業
的
並
行
の
主
義
を
取
る
事
主
の
聖
旨
に
協
ふ

事
と
一
同
之
を
認
め
た
り
又
午
前
ハ
丹
羽
君
を
訪
ね
震
災
孤
児
院
の
事
を
委

細
に
尋
問
せ
し
断
然
此
際
改
革
す
べ
き
を
感
ぜ
り
今
日
主
は
余
の
心
霊
上
に

大
な
る
益
を
与
へ
玉
へ
り
又
余
が
甘
き
菓
子
類
を
嗜
む
多
年
の
積
習
を
潔
め

玉
へ
り
又
身
心
を
主
の
大
能
の
手
に
委
し
て
進
む
の
大
な
る
幸
ひ
を
感
ぜ
し

め
玉
へ
り
主
を
信
じ
其
道
を
歩
む
時
は
凡
て
の
事
成
就
す
る
の
大
な
る
秘
訣

漸
く
悟
る
に
至
れ
り
主
は
信
仰
あ
る
祈
祷
を
必
ず
聞
き
給
ふ
を
漸
く
信
ず
る

に
至
る
を
感
謝
す
ア
ー
メ
ン

三
日
（
金
曜
）
今
日
は
午
前
六
時
起
褥
其
よ
り
盥
嗽
を
終
へ
聖
書
祈
祷
七
時
孤
児

院
朝
の
集
ま
り
に
於
て
主
キ
リ
ス
ト
の
前
に
於
て
兄
弟
姉
妹
一
同
の
前
に
於

て
工
業
的
農
業
的
並
行
の
主
義
北
海
道
渡
遊
の
目
的
信
仰
等
に
就
き
述
べ
た

り
其
よ
り
喫
飯
散
歩
十
一
時
ニ
出
発
の
準
備
を
な
せ
り
石
井
兄
及
渡
辺
兄
と

共
に
将
来
の
方
針
を
談
じ
た
り
又
神
ハ
旅
費
衣
服
等
を
差
支
へ
な
く
与
へ
給

へ
り
十
一
時
廣
瀬
庄
作
と
共
に
停
車
場
に
行
き
十
二
時
半
の
汽
車
に
乗
り
て

博
愛
社
に
帰
る
汽
車
中
に
於
て
新
潟
に
働
か
る
ゝ
教
師
コ
ザ
ト
氏
及
神
戸
女

子
伝
道
学
校
生
徒
松
本
荻
江
姉
と
共
に
談
話
せ
り
女
教
師
よ
り
金
壱
円
十
銭

松
本
姉
よ
り
金
二
十
銭
寄
付
せ
ら
る
夜
は
博
愛
社
一
同
の
も
の
に
信
仰
上
及

び
事
業
上
の
談
話
を
な
せ
り
十
一
時
褥
に
就
く

四
日
（
土
曜
）
積
日
の
疲
労
に
て
午
前
九
時
頃
迠
就
褥
其
よ
り
広
島
杉
原
ハ
ナ
姉

へ
の
書
翰
を
認
め
又
必
要
の
談
話
を
な
し
て
不
在
中
の
事
を
託
し
十
二
時
半

博
愛
社
を
出
発
し
西
尾
雅
胤
氏
荷
物
を
持
ち
て
送
ら
る
三
時
発
の
汽
車
に
て

明
石
に
着
し
湊
謙
一
氏
の
宅
に
立
寄
り
別
を
告
げ
九
時
四
十
八
分
の
汽
車
に

て
神
戸
ニ
着
し
畠
中
旅
籠
屋
に
投
宿
す
本
日
明
石
停
車
場
に
於
て
神
戸
堀
氏

（
堀
貞
一
氏
堀
清
氏
の
父
）
金
二
十
銭
寄
付
せ
ら
る
明
石
に
て
将
に
乗
車
せ

ん
と
す
る
と
き
に
沢
田
寸
二
兄
余
を
尋
ね
来
ら
る
ゝ
に
出
逢
ひ
し
実
に
主
の

御
恵
み
と
云
ふ
可
し
夜
は
同
兄
と
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
十
一
時
就
褥
○
今

日
は
身
体
的
に
も
霊
魂
に
も
著
し
く
主
の
能
の
加
は
り
し
を
感
ぜ
し
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
献
子
に
就
き
明
か
に
悟
り
得
し
実
に
感
謝
の
至
り
に
耐
へ
ず

五
日
（
日
曜
）
午
前
六
時
起
褥
盥
嗽
を
終
へ
聖
書
祈
祷
喫
飯
其
よ
り
澤
田
寸
二

兄
の
将
来
の
方
針
に
就
き
談
話
せ
り
同
兄
が
財
産
又
ハ
父
母
兄
弟
を
全
く

振
り
捨
て
単
身
今
よ
り
救
世
の
事
業
に
従
事
す
る
事
ハ
主
の
聖
旨
に
協
ひ

又
遂
に
は
父
母
兄
弟
に
も
キ
リ
ス
ト
に
導
く
に
至
ら
ん
と
勧
め
た
り
其
よ
り

多
聞
教
会
に
行
き
安
息
日
学
校
に
於
て
聖
書
（
聖
書
約
、
十
四
ノ
二
十
五―

三
十
一
）
を
研
究
し
又
山
田
伝
道
師
の
但
馬
豊
岡
伝
道
の
模
様
を
話
さ
る
大

に
喜
び
且
つ
主
に
感
謝
せ
り
殊
に
少
年
会
の
働
き
が
主
動
力
と
な
り
て
斯
く

の
如
き
伝
道
の
効
を
奏
せ
し
は
実
に
感
謝
の
至
に
耐
へ
ず
十
一
時
過
ぎ
帰
宿

澤
田
寸
二
兄
と
将
来
の
方
針
を
一
層
慎
（
マ
マ
）密
に
話
せ
り
喫
飯
を
終
へ
小
林
茂
兵

衛
を
訪
ね
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
尚
明
晩
委
細
に
話
す
可
き
を
約
し
て
帰
る

其
よ
り
大
塚
正
義
氏
の
家
族
を
訪
ね
又
長
田
時
行
兄
を
訪
ね
し
も
病
気
に
し

て
面
会
す
る
を
得
ず
残
念
な
り
し
其
よ
り
松
田
治
郎
吉
兄
を
訪
ね
し
も
不
在

其
よ
り
大
国
眞
太
郎
氏
を
訪
ね
し
も
不
在
其
よ
り
貧
民
救
済
義
会
に
行
き
柘

植
兄
に
種
々
談
話
し
又
将
来
の
方
針
を
談
し
孤
児
教
育
上
の
事
を
談
話
し
大

に
益
を
得
た
り
孤
児
に
も
単
簡
な
る
勧
め
を
な
せ
り
八
時
帰
宿
其
よ
り
十
時

迠
事
務
を
取
り
十
時
就
褥

六
日
（
月
曜
）
午
前
六
時
起
褥
盥
嗽
、
診
察
、
聖
書
、
祈
祷
、
喫
飯
其
よ
り
博
愛

社
へ
の
書
翰
を
認
め
東
京
藤
井
氏
へ
の
端
書
を
認
む
之
を
差
出
せ
り
又
心
霊
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五

上
の
準
備
を
な
し
昼
飯
喫
し
午
后
は
望
月
与
三
郎
君
を
訪
ね
教
育
上
及
び
事

業
上
の
談
話
を
な
せ
り
是
よ
り
同
君
の
妻
君
の
招
介
に
よ
り
て
浅
井
友
太
郎

君
を
訪
ね
交
は
り
を
結
べ
り
「
今
日
は
南
條
助
太
郎
氏
を
訪
ね
し
余
は
其
れ

迠
主
の
導
き
と
信
ぜ
ず
一
時
の
考
へ
よ
り
な
し
た
る
事
は
多
く
失
敗
せ
り
爾

年
は
主
の
導
き
と
信
じ
る
事
の
み
を
な
し
て
勇
進
す
べ
し
」「
無
学
無
芸
多

病
の
も
の
に
し
て
多
く
の
孤
児
貧
児
即
ち
万
般
の
事
に
従
事
す
べ
し
多
く
の

も
の
を
養
育
す
天
父
の
御
恵
み
と
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
聖
霊
の
御
導
き
と
兄
弟

姉
妹
の
助
け
と
に
よ
ら
ざ
れ
ば
其
目
的
を
達
す
る
能
は
ず
故
に
先
づ
兄
弟
姉

妹
に
逢
ふ
時
は
必
ず
其
意
見
を
聞
き
又
其
問
に
任
せ
て
意
見
を
語
る
べ
し
」

「
又
我
国
各
都
会
の
地
に
於
て
働
く
人
に
し
て
如
何
な
る
人
真
面
目
に
伝
道

の
事
教
育
の
事
衛
生
上
の
事
実
業
上
の
事
に
就
き
深
く
考
へ
の
な
る
か
を
測

量
す
べ
し
若
し
其
の
人
な
き
と
き
は
其
人
の
起
る
事
を
祈
ら
ざ
る
可
ら
ず
又

其
人
を
養
成
す
る
事
を
計
画
せ
ざ
る
可
ら
ず
之
れ
あ
る
も
働
き
の
道
な
く
し

て
空
し
く
な
る
な
れ
ば
其
働
き
の
道
を
聞
か
ざ
る
可
ら
ず
」「
将
来
の
男
女

の
教
育
家
は
信
仰
の
厚
き
身
体
の
健
康
な
る
殖
産
上
の
智
識
と
実
際
上
の
鍛

錬
を
具
備
す
る
完
人
物
を
養
成
を
以
て
理
想
と
す
べ
し
」「
人
事
の
事
各
国

其
風
を
異
に
す
十
歳
よ
り
は
三
年
程
修
業
せ
ば
衣
食
の
道
を
得
べ
し
是
の
職

人
ハ
放
蕩
無
頼
に
陥
り
易
し
是
れ
畢
竟
便
利
に
し
て
且
つ
生
活
し
易
き
故
な

り
三
百
円
の
資
本
金
を
以
て
之
に
従
事
す
る
時
は
三
十
人
余
の
も
の
を
養
ふ

を
得
べ
し
」「
マ
ッ
チ
製
造
軸
製
造
当
今
軸
木
不
足
人
夫
の
代
は
り
に
器
械

を
用
ゆ
る
に
至
り
た
り
」「
錬
化
石
製
造
東
京
鍛
治
橋
集
治
監
に
専
ら
之
を

製
造
す
是
れ
日
本
将
来
有
望
の
事
業
な
り
」
織
物
製
造
製
造
の
粗
な
る
と
不

熟
練
よ
り
起
る
物
質
の
廃
る
と
価
の
高
き
と
に
よ
り
て
売
れ
ず
故
に
監
獄
に

於
て
失
敗
せ
り
「
チ
リ
紙
製
造
」
是
れ
も
都
会
殊
に
開
港
場
に
は
尤
も
必
要

な
る
事
業
な
り
」
夜
は
柘
植
貞
之
兄
弟
来
ら
れ
以
上
の
経
験
に
就
き
談
話
せ

ら
れ
大
に
益
を
得
た
り

七
日
（
火
曜
） 「
神
戸
平
野
村
河
井
貞
一
君
の
養
鶏
所
に
四
種
の
家
禽
飼
育
せ
ら

る
（
一
）
レ
グ
ホ
ー
ン
（
二
）
プ
リ
モ
ス
ロ
ツ
リ
（
三
）
銀
色
ハ
ン
バ
ー
ク

（
四
）
ゴ
ラ
マ
」「
神
戸
教
会
員
三
谷
嘉
助
君
を
訪
ね
マ
ツ
チ
製
造
の
事
を
質

問
せ
り
同
氏
は
軸
木
を
製
す
る
に
手
を
広
げ
過
ぎ
て
失
敗
せ
ら
る
但
し
或
る

支
那
人
及
兵
庫
本
多
氏
は
実
は
困
難
の
う
ち
よ
り
始
め
遂
に
成
功
せ
り
と
の

事
を
話
さ
る
」「
又
同
外
氏
の
植
物
園
に
行
き
縦
覧
せ
り
」「
松
永
栄
吉
君
を

訪
ね
肺
結
核
病
に
就
き
談
話
せ
り
又
鹿
児
島
の
名
産
ア
メ
餅
を
味
ふ
た
り
」

「
兵
神
両
港
間
の
マ
ッ
チ
製
造
所
へ
明
治
社
本
多
義
和
（
マ
マ
）氏

発
起
大
坂
府
士
族

清
燧
社
社
長
瀧
川
弁
三
、
鳴
行
社
社
長
播
磨
幸
七
、
第
二
清
燧
社
社
長
畑
（
マ
マ
）銀

兵
衛
其
他
十
二
三
軒
の
製
造
所
な
り
」「
松
田
治
郎
吉
君
を
訪
ね
共
に
入
浴

し
又
震
災
地
孤
児
を
引
連
れ
桑
名
に
行
き
大
な
る
主
の
恵
み
を
受
け
て
事
を

話
せ
り
」「
浅
井
友
太
郎
君
を
訪
ね
教
会
の
事
又
孤
児
教
育
の
事
を
話
せ
り
」

八
日
（
水
曜
）
今
日
午
前
は
松
田
治
郎
吉
小
林
茂
兵
衛
兄
来
訪
さ
れ
日
本
を
救
ふ

と
云
ふ
点
に
付
き
五
ケ
条
の
意
志
を
吐
露
せ
り
両
兄
は
是
れ
迠
博
愛
社
の
事

業
に
付
き
種
々
祈
り
て
助
け
ら
る
又
第
十
報
博
愛
社
と
孤
児
院
へ
と
の
両
書

翰
を
認
め
て
差
出
せ
り
午
后
は
松
本
荻
江
愛
姉
来
訪
さ
れ
談
話
せ
り
三
時
廿

六
分
の
汽
車
に
て
大
坂
に
行
き
土
佐
堀
五
丁
目
渡
辺
旅
籠
屋
に
投
宿
す
夜
は

川
口
照
暗
女
学
校
に
行
き
同
志
の
姉
妹
持
川
と
ら
愛
姉
に
面
会
し
九
時
頃
迠

談
話
す
同
姉
よ
り
金
壱
円
を
寄
付
せ
ら
る

　
　

天
の
父
よ
願
く
は
と
ら
愛
姉
を
恵
み
主
の
忠
義
な
る
婢
と
な
し
た
ま
へ
ア
ー

メ
ン

九
日
（
木
曜
）
今
日
午
前
八
時
頃
よ
り
北
野
村
小
林
授
産
場
に
行
き
て
其
模
様
を

見
し
に
実
に
乞
食
盗
賊
の
寄
合
場
所
の
如
く
不
潔
不
整
頓
実
に
嘆
息
之
至
り

に
耐
へ
ざ
り
し
其
よ
り
大
阪
救
児
院
に
行
き
其
様
子
を
観
其
よ
り
仏
教
青
年

会
よ
り
設
け
た
る
孤
児
院
に
行
き
観
其
よ
り
慈
恵
女
学
院
に
至
り
て
観
其
よ

り
天
主
教
会
に
設
け
た
る
救
育
院
に
行
き
観
た
り
其
よ
り
昼
飯
を
喫
し
再
た

び
大
坂
救
児
院
に
行
き
談
話
し
其
よ
り
梅
花
女
学
校
に
行
き
朝
井
さ
く
愛
姉

に
面
会
し
て
談
話
す
其
よ
り
大
坂
第
仁
村
耕
読
園
阿
波
松
之
助
氏
を
訪
ね
る
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六

も
不
在
な
り
し
夜
は
大
坂
市
師
範
学
校
女
子
部
教
師
小
川
は
ま
愛
姉
に
面
談

し
教
育
上
に
付
き
談
話
せ
り
十
時
就
褥

十
日
（
金
曜
）
本
日
午
前
入
浴
し
て
暫
ら
く
休
息
し
居
り
し
時
に
耕
読
園
主
阿
波

松
之
助
氏
来
訪
せ
ら
る
十
一
時
過
ぎ
迠
農
業
上
工
業
上
商
業
上
に
付
き
談

話
せ
り
大
に
益
を
得
た
り
同
氏
は
農
業
上
に
尤
も
熱
心
な
る
人
に
し
て
当

時
は
マ
ツ
チ
製
造
硝
子
製
造
の
社
に
入
り
て
専
ら
働
か
る
ゝ
よ
し
同
志
の

経
験
に
よ
れ
ば
孤
児
を
教
育
す
る
に
は
農
業
尤
も
適
当
な
り
工
業
は
商
業

と
密
に
親
密
な
る
関
係
を
有
す
る
故
余
程
注
意
し
て
術
を
以
て
之
を
拡
張

す
る
事
必
要
な
り
と
話
さ
る
午
后
は
人
力
車
を
雇
ひ
大
坂
市
中
を
徘
廻
し

て
商
業
の
有
様
を
観
察
せ
り
又
商
業
倶
楽
部
大
坂
博
物
場
、
府
立
大
坂
商

品
陳
列
所
の
三
ケ
所
を
縦
覧
せ
し
実
に
大
坂
は
全
国
商
業
工
業
の
中
心
に

し
て
全
国
工
商
業
の
権
を
握
ら
ん
と
せ
ば
居
を
大
坂
に
占
む
る
事
尤
も
必

要
な
り

十
一
日
（
土
曜
）
午
前
は
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
一
報
）
岡
山
孤
児
院
へ
の
書

翰
（
第
二
報
）
持
川
と
ら
愛
姉
へ
の
端
書
東
京
藤
井
米
八
郎
氏
へ
の
端
書

東
京
林
ウ
タ
愛
姉
へ
の
端
書
を
認
め
差
出
せ
り
其
よ
り
喫
飯
荷
物
を
調
ひ

午
后
一
時
七
分
発
の
汽
車
に
て
京
都
に
着
す
横
田
ま
す
方
に
投
宿
す
伝
道

師
山
田
良
齊
氏
に
邂
逅
し
種
々
貧
民
救
済
問
題
及
び
信
仰
上
の
談
話
を
な

せ
り
そ
の
時
に
心
に
浮
び
し
こ
と
は
「
ま
こ
と
も
て
い
の
れ
ば
こ
と
ふ
天

の
神
ア
バ
父
様
と
よ
ぶ
ぞ
う
れ
し
き
」
晩
食
後
京
都
バ
ノ
ラ
マ
館
に
入
り

て
明
治
維
新
革
命
の
活
画
を
見
て
大
に
感
ぜ
り
維
新
の
革
命
は
愛
国
の
志

士
が
血
を
流
し
て
購
ふ
た
る
所
の
も
の
な
り
明
治
第
二
の
革
命
即
精
神
的

革
命
将
に
来
ら
ん
と
す
誰
か
血
を
流
し
て
其
革
命
に
従
軍
す
る
か
主
よ
愛

国
の
志
士
を
起
し
第
二
の
革
命
を
我
国
に
来
ら
し
め
御
国
を
我
国
に
在
ら

し
め
玉
へ
ア
ー
メ
ン
又
同
館
の
楼
上
よ
り
京
都
市
中
を
眺
め
し
に
京
都
は

三
面
山
に
囲
ま
れ
た
る
地
に
し
て
神
社
仏
閣
多
く
実
に
因
循
の
地
な
り
工

商
業
は
是
の
地
に
於
て
は
発
達
せ
ざ
る
所
也
其
よ
り
市
中
を
徘
徊
す
る
に

悪
魔
の
機
械
備
は
れ
り
実
に
慨
嘆
の
至
り
に
耐
へ
ず

十
二
日
（
日
曜
）
午
前
同
志
社
に
行
き
小
崎
氏
の
説
教
（
種
蒔
き
の
譬
へ
）
を
聞

き
大
に
感
せ
り
午
后
一
時
海
老
名
弾
正
氏
に
会
し
伝
道
上
及
孤
児
院
の
将

来
に
付
き
感
じ
を
述
べ
又
同
氏
の
考
へ
を
聞
き
し
三
時
過
ぎ
山
室
軍
兵
氏

来
ら
れ
談
話
せ
り
晩
食
后
共
に
散
歩
し
て
城
内
に
行
き
山
室
君
は
同
志
社

の
帰
ら
れ
余
ハ
小
崎
氏
の
宅
に
行
け
り
書
翰
を
残
し
て
帰
り
し
は
九
時
な

り
し
「
ふ
と
ん
き
て
ね
た
る
姿
や
東
山
」

十
三
日
（
月
曜
）
今
日
は
午
前
九
時
頃
よ
り
人
力
車
を
雇
ひ
京
都
市
中
を
徘
徊

せ
り
神
社
仏
閣
の
浩
大
な
る
事
に
驚
け
り
斯
る
建
物
ハ
ト
テ
モ
算
盤
上
に

て
は
建
て
ら
る
ゝ
も
の
に
非
ら
ず
算
盤
外
の
信
仰
心
よ
り
建
て
ら
れ
た
る

も
の
な
り
是
れ
算
盤
外
の
人
物
の
非
常
の
言
行
に
よ
り
て
起
る
人
民
の
信

仰
心
よ
り
な
れ
る
事
と
思
へ
ば
信
仰
心
の
働
き
も
亦
大
な
る
哉
生
き
る
天

父
を
信
す
る
の
信
仰
は
我
国
を
救
ふ
事
疑
ひ
な
し
又
家
禽
会
社
長
福
田
徳

三
郎
氏
を
訪
ね
種
々
談
話
せ
り
養
鶏
の
実
に
盛
な
る
事
を
話
さ
る
又
家
禽

飼
育
所
に
行
き
実
際
を
縦
覧
せ
り
当
今
親
鳥
と
雛
と
合
せ
て
二
千
羽
程
飼

育
す
一
ヶ
月
に
百
円
程
の
純
益
あ
る
よ
し
な
り
併
し
余
程
熟
練
し
た
る
技

手
に
あ
ら
ざ
る
時
失
敗
し
易
し
又
人
工
孵
卵
器
を
見
し
其
価
三
十
円
内
外

又
平
瀬
家
禽
園
に
行
き
其
模
様
を
縦
覧
せ
り
二
三
百
羽
の
洋
鶏
を
飼
養
し

多
大
な
随
分
利
益
な
る
べ
し
京
都
市
中
の
工
商
業
ハ
別
に
盛
大
に
非
ら
ず

三
四
の
製
造
所
と
日
用
品
の
販
売
あ
る
の
み
京
都
ハ
別
に
工
商
業
の
地
に

非
ず
青
年
男
女
を
教
育
す
る
に
は
適
当
の
場
所
な
り
夜
は
同
志
社
阿
部
清

造
（
マ
マ
）、
山
室
軍
兵
、
大
和
田
猪
平
、
佐
々
倉
代
七
郎
氏
来
訪
せ
ら
れ
信
仰
上

事
業
上
伝
道
上
の
談
話
を
な
し
午
后
十
二
時
に
至
る

十
四
日
（
火
曜
）
昨
夜
の
疲
労
に
て
八
時
頃
迠
就
褥
山
田
良
齊
氏
来
ら
れ
一
人
の

青
年
の
前
途
の
方
針
に
つ
き
話
さ
る
即
ち
信
仰
上
の
談
話
を
な
せ
り
主
に

祈
り
て
前
途
の
方
針
を
定
む
る
な
ら
ば
信
ず
る
如
く
成
る
べ
し
と
勧
め
た

り
又
大
目
的
を
達
す
る
迠
如
何
な
る
賎
業
に
従
事
す
る
も
厭
ふ
所
に
あ
ら
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ざ
る
事
を
語
れ
り
其
青
年
の
名
は
根
岸
通
と
云
ふ
午
后
は
小
崎
弘
道
氏
を

訪
ね
て
教
会
に
関
す
る
意
見
孤
児
院
将
来
に
関
す
る
意
見
を
聞
き
し
其
よ

り
同
志
社
事
務
所
に
行
き
加
藤
壽
君
に
面
会
し
種
々
談
話
せ
り
又
日
向
国

荒
蕪
地
の
開
墾
談
を
聞
け
り
夜
は
工
商
業
の
対
外
策
に
つ
き
研
究
し
早
く

よ
り
眠
に
就
く

十
五
日
（
水
曜
）
午
前
は
十
二
報
博
愛
社
及
び
孤
児
院
（
第
三
報
）
を
認
め
差
出

せ
り
十
時
横
田
楼
を
辞
し
て
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
行
き
十
一
時
三
十
五

分
発
の
汽
車
に
て
出
発
し
午
后
三
時
三
十
分
大
垣
に
着
し
玉
屋
に
投
宿
す

其
よ
り
本
田
伝
道
師
宮
崎
利
通
君
に
面
会
し
種
々
談
話
せ
り
又
自
助
会
の

今
日
迠
発
達
せ
し
略
歴
を
聞
け
り
七
時
過
帰
宿
富
田
元
資
君
来
訪
せ
ら
る

九
時
過
宮
崎
利
通
君
来
訪
せ
ら
る
十
二
時
迠
事
業
上
信
仰
上
に
つ
き
談
話

せ
り
宮
崎
氏
に
話
せ
し
事
ハ
伝
道
及
教
育
の
方
針
慈
善
事
業
の
将
来
の
方

針
農
工
商
の
将
来
の
方
針
及
び
慾
情
に
克
つ
事
口
に
克
つ
事
倚
己
心
に
克

つ
事
キ
リ
ス
ト
の
平
安
に
充
さ
る
ゝ
事
又
ハ
事
業
を
な
す
に
気
ヲ
イ
ラ
ダ

テ
ヽ
急
ぐ
可
ら
ざ
る
事
自
修
鍛
練
を
怠
ら
ざ
る
事
始
め
は
小
さ
く
基
礎
を

堅
く
置
く
事
等
を
談
話
せ
り

十
六
日
（
木
曜
）
今
日
午
前
富
田
元
資
君
を
訪
ね
日
本
当
今
の
教
会
の
有
様
将
来

伝
道
の
方
針
震
災
地
伝
道
の
方
針
を
談
ぜ
し
午
后
は
永
田
氏
家
族
を
訪
ね

て
談
話
せ
り
午
后
五
時
半
よ
り
郡
長
館
本
徹
君
を
訪
ね
震
災
后
の
模
様
聞

け
り
即
ち
震
災
后
尤
も
幸
福
な
り
し
ハ
下
等
社
会
に
し
て
上
等
社
会
に
大

な
る
損
失
を
招
き
し
も
先
づ
安
全
な
り
中
等
社
会
に
至
り
て
は
尤
も
困
難

に
し
て
労
働
す
る
能
は
ず
資
本
金
な
く
四
方
に
散
乱
す
る
の
景
況
あ
る
よ

し
女
子
の
如
き
は
遂
に
汚
穢
社
会
へ
堕
落
す
る
も
の
多
き
よ
し
な
り
当
今

は
酒
色
に
浸
る
の
風
尤
も
盛
ん
に
し
て
遊
郭
の
如
き
も
震
災
前
よ
り
も
家

数
多
く
あ
り
芸
妓
の
如
き
も
其
数
を
増
加
せ
し
よ
し
な
り
之
に
よ
っ
て
考

ふ
る
に
震
災
地
の
付
近
ハ
今
一
層
力
を
込
め
て
働
く
可
き
時
な
り
と
信
ず

伝
道
に
兼
て
社
会
改
良
の
策
を
実
行
す
る
事
も
亦
急
務
な
り
夜
は
日
本
聖

公
会
大
垣
講
義
所
に
於
て
説
教
せ
し
聴
衆
は
三
十
名
餘
な
り
し
閉
会
后
兄

弟
姉
妹
と
共
に
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
十
一
時
帰
宿
褥
に
就
く

十
七
日
（
金
曜
）「
今
日
午
前
高
城
牛
五
郎
氏
小
出
一
太
郎
君
来
ら
れ
当
今
教
会

信
徒
の
信
仰
の
模
様
牧
師
伝
道
師
の
働
き
の
模
様
青
年
教
役
者
自
修
鍛
練

貞
潔
制
口
真
正
の
平
安
等
の
徳
を
具
備
し
非
常
な
る
働
き
を
な
さ
ゞ
る
可

ら
ざ
る
事
を
話
せ
り
又
小
出
一
太
郎
氏
の
信
仰
と
養
老
院
の
事
に
付
き
尋

ね
た
り
」
以
上
は
十
八
日
の
午
前
に
あ
り
し
事
な
り
誤
っ
て
茲
に
載
す

　
　

今
日
は
午
前
宮
崎
利
通
君
来
訪
さ
れ
信
仰
上
の
談
話
と
自
助
会
将
来
の
事
に

付
き
話
せ
り
又
本
田
伝
道
師
も
来
訪
さ
れ
大
垣
伝
道
の
事
に
付
き
談
話
せ

ら
る
案
も
亦
意
見
を
述
べ
置
け
り
午
后
富
田
元
資
兄
の
宅
に
行
き
村
上
さ

と
伝
道
婦
も
来
ら
れ
共
に
大
垣
伝
道
の
方
針
に
付
き
談
話
せ
り
大
垣
人
民

に
一
方
に
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
単
純
に
説
く
と
共
に
一
方
に
は
社
会
的

の
問
題
を
講
究
し
て
こ
れ
を
宣
伝
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
事
を
話
せ
り
実
に
今

は
大
垣
人
民
に
熱
心
に
福
音
を
宣
伝
す
べ
き
と
き
な
り
午
后
三
時
二
十
六

分
の
汽
車
に
て
岐
阜
に
着
し
岐
阜
太
田
町
小
見
山
旅
籠
宿
に
投
宿
す
暫
ら

く
休
眠
六
時
頃
よ
り
宣
教
師
チ
ャ
ペ
ル
氏
を
訪
問
し
八
時
頃
岐
阜
基
督
美

以
教
会
に
行
き
説
教
を
頼
ま
れ
即
ち
真
正
の
平
安
を
述
べ
た
り
十
一
時
頃

村
田
□
兄
と
面
会
し
十
二
時
頃
迠
信
仰
上
伝
道
上
に
付
き
談
話
せ
り
今
夜

小
出
一
太
郎
兄
一
木
敬
太
郎
兄
高
木
牛
五
郎
氏
に
面
会
せ
り
十
二
時
褥
に

就
く

十
八
日
（
土
曜
日
）
午
前
に
は
小
出
一
太
郎
君
高
城
牛
五
郎
氏
宮
崎
利
通
氏
来
訪

さ
れ
種
々
談
話
せ
り
十
一
時
頃
菊
地
三
郎
氏
主
任
の
実
業
救
済
会
に
行
き

老
人
少
女
に
キ
リ
ス
ト
を
陳
べ
た
り
午
后
一
時
六
分
発
の
汽
車
に
て
名
古

屋
に
着
し
震
災
孤
児
院
に
到
着
す
其
よ
り
暫
ら
く
休
み
居
り
し
に
宮
崎
利

通
氏
来
訪
せ
ら
れ
自
助
会
将
来
の
方
針
に
つ
き
談
話
せ
り
夜
は
震
災
孤
児

院
に
て
働
か
る
ゝ
兄
弟
姉
妹
と
共
に
信
仰
上
衛
生
上
の
談
話
を
な
せ
り

　
　

名
古
屋
震
災
孤
児
院
入
院
者
姓
名
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八

　
　
（
※
こ
こ
に
四
九
名
の
孤
児
の
本
籍
住
所
、生
年
月
日
、氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
略
し
た
）

　
　

以
上
養
育
の
労
を
取
ら
る
ゝ
は
泥
谷
梅
愛
姉
矢
島
琴
愛
姉
実
業
掛
西
山
喜
十

郎
兄
教
育
兼
事
務
掛
加
藤
六
郎
兄
な
り
是
れ
迠
渡
辺
亀
吉
君
（
妻
君
ハ
渡

辺
）
な
り
し
も
明
治
廿
五
年
六
月
十
三
日
岡
山
孤
児
院
へ
転
任
さ
れ
た
り

当
今
ニ
テ
ハ
主
任
者
欠
員
な
り

　
　

震
災
孤
児
院
へ
の
寄
附

　
　

○
明
治
廿
四
年
十
二
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
八
十
一
円
十
九
銭
也　

九
口

　
　

○ 

〃 

廿
五
年
一
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
三
百
二
円
七
十
九
銭
四
厘
也　

六
十
七
口

　
　

○ 

〃 

二
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
八
十
一
円
二
十
一
銭
也　

三
十
二
口

　
　

○ 

〃 

三
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
百
二
十
四
円
九
十
銭
一
厘
也　

二
十
七
口

　
　

○ 

〃 

四
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
百
四
十
四
円
八
十
四
銭
九
厘
也　

十
七
口

　
　

○ 

〃 

五
月
中
の
寄
附
金
総
計
金
百
十
五
円
九
十
八
銭
六
厘
也　

二
十
八
口

　
　

○ 

〃 

六
月
十
九
日
迠
の
寄
附
金
総
計
金
二
十
九
円
卅
五
銭
二
厘
五
毛
也　

十
二
口

　
　

外 

〃 

金
千
百
二
十
円　

バ
ッ
ク
ス
ト
ン
氏
よ
り
寄
附

　
　

右
金
合
計
金
二
千
円
二
十
八
銭
二
厘
五
毛

　
　

震
災
孤
児
院
支
出
金

　
　

○
明
治
廿
四
年
十
二
月
中
の
支
出
金
高
五
十
一
円
七
十
銭
八
厘
也

　
　

○
明
治
廿
五
年
一
月
中
ノ
支
出
金
高
四
百
十
一
円
二
十
一
銭
七
厘
也

　
　

○ 

〃 

二
月
中
ノ
支
出
金
高
百
十
四
円
十
八
銭
九
厘
五
毛
也

　
　

○ 

〃 

三
月
中
ノ
支
出
金
高
百
六
十
四
円
三
十
八
銭
七
厘
也

　
　

○ 

〃 

四
月
中
ノ
支
出
金
高
六
百
三
十
八
円
六
十
一
銭
也

　
　

○ 

〃 

五
月
中
ノ
支
出
金
高
二
百
四
十
二
円
十
四
銭
四
厘
也

　
　

○ 

〃 

六
月
十
四
日
迠
支
出
金
高
九
十
五
円
十
七
銭
七
厘
也

　
　

合
計
金
千
七
百
十
七
円
四
十
三
銭
二
厘
五
毛

　
　

震
災
孤
児
院
孤
児
実
業
収
入
金

　
　

○
明
治
廿
五
年
三
月
中
ノ
収
入
金
五
十
七
銭
七
厘
也

　
　

○
明
治
廿
五
年
四
月
中
ノ
収
入
金
十
一
円
十
五
銭
也

　
　

○ 

〃 

五
月
中
ノ
収
入
金
九
円
三
十
四
銭
五
厘
也

　
　

○　

合
計
金
二
十
一
円
〇
七
銭
二
厘

　
　

震
災
孤
児
院
の
物
品
寄
附

　
　

○
明
治
廿
五
年
一
月
中
の
物
品
寄
附
総
計
七
三
十
一
点　

衣
食
家
具
書
籍
其

他
雑
品

　
　

○ 

〃 

二
月
中
ノ
物
品
寄
附
総
計
百
二
十
二
点　

同
上

　
　

○ 

〃 

三
月
中
ノ
物
品
寄
附
総
計
三
十
七
点　

同
上

　
　

○ 

〃 

四
月
中
ノ
物
品
寄
附
総
計
四
十
八
点　

同
上

　
　

○ 

〃 

五
月
中
ノ
物
品
寄
附
総
計
九
十
点　

同
上

　
　

○ 

〃 

六
月
十
九
日
迠
物
品
寄
附
総
計
十
九
点　

同
上

　
　

震
災
孤
児
院
内
安
息
日
学
校
教
員

　
　
（
１
）
清
流
女
学
校
教
員
遠
藤
千
代
（
２
）
清
流
女
学
校
生
徒
見
田
功

　
　
（
３
）
同
校
生
徒
加
納
は
や
（
４
）
同
校
生
徒
井
戸

　
　

震
災
孤
児
院
ノ
為
に
祈
リ
テ
働
る
ゝ
人

　
　
（
一
）
愛
知
県
庁
議
事
堂
の
横
美
山
貫
一
（
二
）
名
古
屋
武
平
町
丸
山
愿

　
　
（
三
）
名
古
屋
関
鍛
冶
町
百
二
十
二
杉
山
重
義
（
四
）
竪
杉
野
町
ウ
ヰ
ン
ビ

シ
ユ
ー
（
五
）
南
外
堀
町
鈴
木
か
い
（
六
）
前
津
富
士
見
境
村
瀬

十
九
日
（
日
曜
）
今
日
は
震
災
孤
児
院
内
に
終
日
止
ま
り
霊
魂
上
の
修
養
を
務
め

た
り
午
前
の
安
息
日
学
校
に
て
は
撒
、
后
三
ノ
十
二
付
密
蜂
の
勤
勉
を
述

べ
て
神
の
前
に
誠
実
勤
勉
な
る
べ
き
を
勧
め
た
り
又
役
者
方
に
京
坂
神
地

信
仰
の
模
様
又
信
仰
復
興
に
就
き
話
せ
り
午
后
は
孤
児
院
の
事
務
上
を
取

調
べ
た
り
夜
は
役
者
方
に
神
に
罪
の
赦
る
ゝ
事
又
人
の
罪
を
赦
す
事
に
付

き
話
せ
り
午
后
十
時
就
褥

二
十
日
（
月
曜
）
今
朝
は
午
前
六
時
起
褥
其
よ
り
喫
飯
朝
の
集
り
に
馬
と
豚
に
つ

き
て
の
話
し
を
な
せ
り
其
よ
り
二
階
に
於
て
祈
り
を
な
し
聖
書
を
読
め
り
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九

七
時
頃
よ
り
各
愛
兄
姉
を
訪
問
せ
ん
が
為
に
出
懸
け
た
り
第
一
番
（
カ
）

に
日
本

聖
公
会
宣
教
師
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
訪
ね
た
り
其
次
に
同
氏
の
設
立
に
か
ゝ
る

養
老
院
に
行
き
て
観
た
り
寄
る
べ
な
き
老
人
を
引
取
之
に
教
育
を
施
し
我

国
の
多
く
の
老
人
の
模
範
を
つ
く
り
老
人
伝
道
を
傍
ら
な
す
事
は
主
の
聖

旨
に
協
ふ
一
つ
の
事
業
な
り
と
信
ず
願
く
は
天
の
父
よ
老
人
の
為
に
献
身

す
る
有
為
の
人
を
起
し
給
へ
ア
ー
メ
ン
其
よ
り
杉
山
重
義
兄
を
訪
ね
伝
道

上
の
事
孤
児
院
の
事
業
に
付
き
談
話
せ
り
其
よ
り
ウ
イ
ン
ビ
シ
ュ
姉
を
訪

ね
て
暫
ら
く
談
話
し
其
よ
り
商
法
の
盛
ん
な
る
廣
小
路
本
町
通
を
通
行
し

商
業
上
の
風
を
視
察
せ
り
殊
に
昼
飯
を
喫
す
る
に
廣
小
路
の
或
る
牛
肉
店

に
登
り
し
に
其
の
下
女
の
注
意
力
且
つ
働
き
の
模
様
の
鈍
き
に
驚
け
り
以

て
名
古
屋
人
民
の
柔
弱
怠
惰
に
陥
り
し
事
を
憤
れ
り
其
よ
り
本
町
通
を
通

り
商
法
の
模
様
を
観
察
せ
し
又
遊
廓
の
模
様
を
観
察
し
其
よ
り
宣
教
師
ガ

ー
ド
ナ
ル
女
教
師
を
訪
ね
て
談
話
し
其
よ
り
鈴
木
才
三
君
を
訪
ね
活
版
工

業
に
つ
き
尋
ね
た
り
其
よ
り
村
瀬
翁
の
陶
器
製
造
所
に
行
き
工
場
を
縦
覧

し
且
つ
陶
器
に
つ
き
て
の
履
歴
を
聞
き
十
四
年
の
星
霜
を
経
て
今
日
に
盛

大
に
至
り
し
事
を
聞
き
大
に
感
ず
る
所
あ
り
し
其
よ
り
伊
藤
圭
介
氏
の
子

息
医
士
伊
藤
延
吉
氏
の
宅
に
行
き
令
閨
に
面
会
し
子
息
中
野
功
次
郎
氏
の

事
に
付
き
談
じ
其
よ
り
ヲ
ル
デ
ン
氏
を
訪
ね
又
丸
山
愿
を
訪
ね
晩
餐
を
食

し
七
時
頃
杉
山
重
義
氏
の
宅
に
行
き
夜
は
十
一
時
迄
震
災
孤
児
院
将
来
の

方
針
に
付
き
両
氏
の
意
見
を
聞
き
又
自
ら
の
小
児
を
も
語
れ
り
十
二
時
帰

院
就
褥

二
十
一
日
（
火
曜
）
午
前
高
城
牛
五
郎
氏
来
訪
せ
ら
る
又
伊
藤
よ
し
子
愛
姉
も
来

訪
せ
ら
る
又
或
る
老
母
も
来
訪
せ
ら
る
其
老
母
の
案
内
に
て
名
古
屋
市
近

き
今
井
信
太
郎
氏
の
飼
鶏
所
に
行
き
て
其
模
様
を
視
察
し
且
つ
種
々
の
経

験
を
聞
け
り
名
古
屋
は
全
国
第
一
等
の
地
位
を
占
め
た
る
よ
し
当
今
名
古

屋
市
中
及
び
近
辺
に
五
十
一
ケ
所
餘
の
飼
鶏
所
あ
る
よ
し
皆
同
業
者
組
合

を
立
て
益
々
研
究
し
居
る
よ
し
当
今
は
支
那
よ
り
多
く
の
卵
を
我
国
に
輸

入
す
る
よ
し
飼
鶏
業
を
拡
張
し
其
輸
入
を
防
ぐ
事
は
当
今
の
急
務
な
り
博

愛
社
の
も
の
奮
発
せ
ざ
る
可
ら
ず
今
日
は
広
く
飼
鶏
業
を
訪
ね
ん
と
せ
る

も
雨
天
に
な
り
し
故
に
遂
に
其
意
を
果
さ
ず
高
城
牛
五
郎
氏
の
宅
に
て
久

し
く
休
み
帰
れ
り
夜
は
孤
児
に
別
を
告
げ
役
者
諸
氏
に
信
仰
上
の
談
話
を

な
せ
り
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
三
報
）
岡
山
孤
児
院
へ
の
端
書
を
認
め

た
り

二
十
二
日
（
水
曜
）
午
前
出
発
の
準
備
を
な
し
八
時
二
十
分
発
の
汽
車
に
て
名
古

屋
を
発
し
其
よ
り
駸
々
午
々
し
て
進
み
十
時
過
ぎ
豊
橋
に
着
す
即
ち
美
以

教
会
伝
道
師
清
水
俊
三
君
を
訪
ね
三
川
伝
道
の
模
様
を
聞
き
し
一
時
卅
六

分
発
の
汽
車
に
て
豊
橋
を
発
す
豊
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
芳
賀
祐
之
助
兄

へ
此
度
は
立
寄
る
事
能
は
ざ
る
由
を
申
や
れ
り
今
日
は
風
雨
甚
し
く
し
て

汽
車
中
よ
り
四
方
を
眺
む
る
能
は
ざ
り
し
睡
眠
と
窮
屈
の
中
に
遂
に
新
橋

に
着
す
午
后
十
一
時
五
十
分
な
り
し
其
よ
り
銀
座
二
丁
目
西
本
旅
籠
屋
に

投
宿
す
疲
労
の
餘
直
に
褥
に
就
く
今
日
或
る
人
汽
車
に
乗
り
或
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
て
下
車
す
べ
き
に
睡
眠
し
て
其
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
車
に
入
ら

ず
将
に
発
車
せ
ん
と
す
る
と
き
ヲ
ー
イ
ア
ケ
テ
ヲ
ク
レ
と
再
三
呼
び
し
も

汽
車
は
直
に
発
し
遂
に
横
浜
近
く
ま
で
乗
り
越
し
た
り
嗚
呼
残
念
な
り
と

叫
ぶ
の
み
な
り
し
我
儕
我
等
が
天
路
を
歩
む
も
亦
此
の
如
し
豈
に
警
戒
せ

ざ
る
可
け
ん
や

二
十
三
日
（
木
曜
）
今
日
ハ
昨
夜
疲
労
の
為
九
時
頃
迄
就
褥
其
よ
り
起
褥
喫
飯
十

時
頃
立
教
女
学
校
林
ウ
タ
姉
へ
の
端
書
を
出
し
其
よ
り
人
力
車
を
雇
ふ
て

麹
町
区
下
六
番
町
女
学
雑
誌
社
に
行
き
し
も
藤
井
米
八
郎
君
も
岩
本
善
治

君
も
不
在
な
り
し
其
よ
り
女
子
学
院
に
行
き
廣
瀬
う
め
愛
姉
矢
島
か
じ
女

史
に
面
会
其
よ
り
人
力
車
を
雇
ひ
市
中
を
巡
視
せ
り
途
に
丹
羽
清
次
郎
氏

横
井
時
雄
氏
を
訪
ね
し
不
在
田
井
正
一
氏
を
訪
ね
信
仰
上
伝
道
上
の
談
話

を
な
せ
り
其
よ
り
本
郷
を
経
て
下
谷
に
行
き
上
野
公
園
内
を
通
り
浅
草
に

出
て
鶴
渕
初
蔵
氏
を
訪
ね
て
暫
ら
く
談
話
其
よ
り
帰
途
に
就
く
夜
は
林
ウ
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一
�

タ
姉
名
出
い
く
姉
中
川
せ
き
姉
小
澤
き
く
姉
来
訪
せ
ら
れ
信
仰
上
伝
道
上

孤
児
院
の
事
に
付
き
話
せ
り

二
拾
（
マ
マ
）四
日
（
金
曜
日
）
今
日
は
七
時
頃
起
褥
藤
井
米
八
郎
氏
よ
り
の
端
書
到
着
直

に
喫
飯
王
子
村
ノ
□
瀧
野
川
村
に
向
っ
て
出
発
九
時
廿
分
頃
孤
女
学
院
に
着

す
大
須
賀
亮
一
君
矢
野
も
と
よ
姉
他
ニ
一
人
皆
腸
チ
ブ
ス
病
に
罹
ら
れ
臥
床

二
三
の
孤
女
等
も
病
気
是
れ
全
く
気
候
の
不
順
に
因
す
る
な
ら
ん
即
ち
帰
途

王
子
山
に
登
り
主
に
祈
り
し
事
（
一
）
博
愛
社
前
途
の
為
（
二
）
岡
山
孤
児

院
及
震
災
孤
児
院
の
為
（
三
）
孤
女
学
院
の
為
附
大
須
賀
亮
一
兄
の
為
（
四
）

余
の
霊
肉
の
益
々
強
壮
に
赴
き
主
の
使
命
を
全
ふ
す
る
為

　
　

午
后
一
時
十
六
分
発
の
汽
車
に
て
王
子
を
発
し
上
野
に
着
し
其
よ
り
人
力
車

を
雇
ひ
本
所
養
育
院
に
行
き
看
病
婦
大
塚
も
と
の
姉
に
面
会
し
其
よ
り
同
姉

の
紹
介
に
て
幹
事
安
達
憲
忠
君
に
面
会
し
養
育
院
の
模
様
を
聞
き
し
当
今
人

員
六
百
名
程
入
院
し
居
る
よ
し
一
ヶ
月
の
経
費
一
千
五
百
円
之
か
為
に
働
く

役
員
五
十
名
程
な
る
よ
し
六
百
名
の
内
三
百
名
程
は
遺
児
棄
児
迷
児
に
し
て

其
他
は
親
戚
な
き
老
人
療
養
不
具
等
な
り
余
彼
等
の
有
様
を
観
て
実
に
感
じ

た
り
世
に
は
斯
る
不
幸
の
も
の
多
く
あ
る
由
我
儕
は
実
に
神
の
恵
み
に
て
幸

福
な
る
生
活
を
な
す
を
得
る
は
実
に
感
謝
の
至
り
に
耐
へ
ざ
る
な
り
彼
等
の

為
に
祈
り
彼
等
の
為
に
尽
さ
ゞ
る
可
ら
ず
又
彼
等
は
僅
か
に
衣
食
を
得
る
と

雖
も
霊
魂
上
の
安
心
と
慰
め
の
な
き
事
は
一
層
憐
れ
に
感
ず
願
く
は
彼
等
が

霊
魂
上
の
安
心
と
慰
め
を
得
る
の
道
の
開
か
れ
ん
事
を
ア
ー
メ
ン
其
よ
り
築

地
新
栄
町
に
行
き
東
京
救
育
院
に
行
き
震
災
地
よ
り
来
る
孤
児
に
面
会
せ
り

東
京
救
育
院
は
其
家
屋
は
甚
だ
美
な
り
と
雖
も
之
が
主
任
者
な
き
事
は
甚
だ

残
念
な
り
其
よ
り
銀
坐
に
行
き
西
本
旅
籠
屋
を
辞
し
麹
町
区
下
六
番
町
女
学

雑
誌
社
内
の
一
室
に
移
転
す
夜
は
藤
井
米
八
郎
兄
星
野
慎
之
助
兄
湯
谷
瑳
一

郎
兄
に
面
会
し
て
信
仰
上
事
業
上
の
談
話
を
な
せ
り
十
一
時
褥
に
就
く

二
十
五
日
（
土
曜
）
今
日
は
午
前
中
は
執
務
上
の
順
序
を
定
め
又
霊
魂
肉
体
の
修

養
を
な
し
又
必
要
品
を
購
求
し
午
后
は
上
野
或
る
茶
亭
に
開
か
る
ゝ
下
谷
基

督
教
会
の
親
睦
会
に
臨
み
目
下
の
問
題
な
る
伝
道
及
び
キ
リ
ス
チ
ア
ン
信
仰

復
興
に
付
き
意
見
を
述
べ
た
り
午
后
五
時
頃
よ
り
築
地
南
小
田
原
町
小
沢
き

く
愛
姉
を
訪
ね
一
同
（
七
人
）
に
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
述
べ
た
り
午
后
十
一

時
帰
宿
褥
に
就
く

二
十
六
日
（
日
曜
）
午
前
は
東
京
養
育
院
看
病
婦
大
塚
も
と
の
姉
来
談
せ
ら
る
東

京
養
育
院
は
当
今
キ
リ
ス
チ
ア
ン
の
看
病
婦
を
求
め
つ
ゝ
あ
る
よ
し
な
り
願

く
は
之
に
応
ず
る
看
病
婦
の
出
で
来
ら
ん
こ
と
を
九
時
頃
よ
り
牛
込
教
会
に

集
ま
り
し
服
部
綾
雄
氏
の
キ
リ
ス
ト
の
種
蒔
の
譬
へ
に
付
き
話
さ
る
兄
弟
姉

妹
と
始
め
て
面
会
せ
し
其
よ
り
帰
宅
星
野
兄
と
談
話
三
澤
兄
来
訪
さ
れ
午
后

四
時
女
子
学
院
に
行
き
青
年
会
の
集
り
に
列
し
た
り
服
部
綾
雄
氏
の
卒
業
生

に
対
し
て
の
勧
め
を
聞
き
し
其
よ
り
帰
宅
晩
景
に
至
り
青
山
神
学
校
生
徒
加

藤
新
一
兄
来
訪
さ
れ
罪
の
清
め
ら
る
ゝ
事
に
付
き
話
せ
り
又
川
合
信
水
兄
と

信
仰
上
の
談
話
を
な
せ
り
十
一
時
褥
に
就
く　

今
日
小
沢
き
く
愛
姉
よ
り
の

葉
書
到
着
林
ウ
タ
愛
姉
へ
の
書
翰
明
石
湊
謙
一
氏
へ
の
端
書
を
出
せ
り

二
十
七
日
（
月
曜
）
午
前
は
静
か
に
聖
書
を
読
む
事
と
祈
る
事
と
博
愛
社
（
第

十
四
報
）
震
災
孤
児
院
へ
の
大
垣
自
助
会
宮
崎
利
通
氏
へ
の
端
書
を
認
め
差

出
せ
り
午
后
は
上
野
茶
亭
に
至
り
林
ウ
タ
愛
姉
に
面
会
し
彼
の
今
日
に
至
る

ま
で
の
信
仰
の
履
歴
又
将
来
の
方
針
に
つ
き
話
せ
り
彼
姉
が
神
の
恵
み
の
中

に
次
第
に
発
達
し
て
今
日
に
至
り
し
事
は
実
に
主
に
感
謝
せ
り
又
共
に
鶯
谷

の
芝
生
の
上
に
て
神
に
祈
れ
り
十
時
帰
宅
十
一
時
迄
川
合
信
水
兄
に
談
話
し

褥
に
就
け
り

二
十
八
日（
火
曜
）午
前
は
聖
書
を
読
み
祈
祷
を
な
し
岡
山
孤
児
院
へ
の
書
翰（
第

四
報
）
を
認
め
た
り
午
后
は
精
神
大
に
疲
労
し
五
時
頃
迄
休
眠
せ
り
夜
は
島

崎
氏
川
合
氏
と
共
に
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
大
に
益
を
得
た
り
其
よ
り
三
沢

黙
次
郎
氏
の
宿
所
に
行
き
信
仰
上
の
談
話
及
愛
隣
会
将
来
の
為
に
祈
れ
り

二
十
九
日
（
水
曜
）
午
前
は
聖
書
を
読
み
祈
祷
を
な
し
九
時
頃
よ
り
市
中
を
巡
視

せ
り
先
づ
最
初
に
女
子
実
業
学
校
を
訪
ね
種
々
尋
問
せ
し
も
校
主
影
山
英
子
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女
史
も
不
在
に
て
委
細
聞
く
こ
と
を
得
ざ
り
し
其
よ
り
神
田
一
ツ
橋
通
り
町

私
立
共
立
女
子
職
業
学
校
に
行
き
其
校
内
部
の
模
様
を
縦
覧
観
察
し
殊
に
女

子
が
熱
心
に
職
業
を
学
び
つ
ゝ
あ
る
を
観
実
に
歓
喜
の
至
り
に
耐
へ
ず
願
く

は
是
種
の
学
校
益
々
多
か
ら
ん
事
を
ア
ー
メ
ン
其
よ
り
浅
草
倉
前
工
業
学
校

に
行
き
し
も
二
見
一
策
君
会
議
の
為
面
会
を
な
す
を
得
ず
其
よ
り
京
橋
区
越

前
橋
中
川
嘉
兵
衛
氏
を
訪
ね
幸
ひ
農
学
士
諏
訪
鹿
三
君
も
来
訪
せ
ら
れ
共
に

北
海
道
の
模
様
を
聞
き
大
に
益
を
得
た
り
其
よ
り
帰
宿
四
時
半
頃
よ
り
巌
本

善
治
氏
と
談
話
し
夜
は
感
話
会
を
な
せ
り

三
十
日
（
木
曜
）
今
日
は
午
前
よ
り
午
后
へ
か
け
て
明
治
女
学
校
教
授
の
模
様
を

縦
覧
せ
し
即
ち
修
身
（
巌
本
氏
）
代
数
（
吉
田
伸
子
）
孟
子
（
八
木
兼
辰
）

植
物
学
（
星
野
慎
之
助
氏
）
体
操
（
森
田
武
）
武
道
（
星
野
慎
之
助
）
四
時

頃
小
沢
き
く
愛
姉
齊
藤
し
づ

子
来
訪
せ
ら
れ
信
仰
上
及
び

女
子
教
育
に
付
き
話
せ
り
夜

は
女
医
荻
野
ぎ
ん
子
に
面
会

し
種
々
談
話
せ
り
又
孤
女
院

将
来
の
方
針
に
就
き
話
せ
り

明
治
廿
五
年
七
月
一
日
（
金
曜
）

今
日
は
午
前
六
時
起
褥
聖
書

祈
祷
又
北
海
孤
児
院
震
災
孤

児
院
へ
の
端
書
を
認
め
差
出

せ
り
其
よ
り
旧
友
三
浦
蓮
太

郎
氏
を
訪
ね
精
神
上
の
談
話

を
な
せ
り
同
氏
は
医
学
士
三

浦
省
軒
氏
の
養
子
と
な
れ
る

な
り
午
后
本
郷
区
福
田
会
育

児
院
に
行
き
其
模
様
を
観
た

り
同
院
は
一
歳
以
上
六
歳
未
満
の
孤
児
を
救
済
し
成
長
の
後
は
養
子
養
女

に
遣
は
し
又
独
立
の
職
業
に
就
か
し
む
法
方
な
る
よ
し
創
立
よ
り
今
日
迠

二
百
六
十
人
餘
救
済
し
た
る
よ
し
当
今
は
六
十
餘
人
養
育
し
あ
る
よ
し
其
よ

り
大
須
賀
兄
の
病
気
を
訪
ね
其
よ
り
青
梅
学
校
主
山
本
正
義
君
に
面
会
し
て

信
仰
上
の
談
話
を
な
し
其
よ
り
下
村
氏
を
訪
ね
て
信
仰
上
の
談
話
を
な
し
夜

は
上
野
伝
道
会
に
集
り
共
に
祈
り
又
説
教
を
聞
け
り
今
夜
博
愛
社
よ
り
書
翰

来
着
岡
山
孤
児
院
に
神
の
試
練
来
り
前
田
兄
ブ
ラ
イ
ト
病
に
罹
り
又
寄
附
金

も
甚
だ
少
な
き
事
を
報
知
し
来
れ
り
神
の
前
に
切
に
祈
り
し

二
日
（
土
曜
）
今
日
は
早
朝
よ
り
起
き
聖
書
祈
祷
を
な
し
八
時
の
汽
車
に
て
王
子

に
行
き
孤
女
学
院
に
行
き
其
よ
り
石
井
某
の
二
階
に
て
藤
井
米
八
郎
氏
と
共

に
種
々
の
問
題
を
講
究
せ
り
湯
谷
瑳
一
郎
兄
も
来
会
せ
ら
れ
信
仰
上
又
将
来

  

134



一
二

の
日
本
に
関
す
る
問
題
を
互
ひ
に
講
究
せ
り
夜
は
下
谷
基
督
教
会
に
行
き
祈

祷
会
に
列
せ
り
又
真
正
の
平
安
を
得
る
に
付
き
感
じ
を
述
べ
た
り

三
日
（
日
曜
）
午
前
七
時
頃
よ
り
神
田
基
督
教
会
（
余
の
霊
魂
再
生
の
場
所
）
に

行
か
ん
と
し
て
女
学
雑
誌
社
を
出
で
八
時
頃
に
着
す
小
児
日
曜
学
校
に
於
て

岡
山
孤
児
院
の
現
今
の
模
様
を
話
せ
り
次
に
田
井
正
一
氏
の
キ
リ
ス
チ
ア
ン

の
品
格
に
付
き
説
教
せ
ら
れ
た
り
大
に
益
を
得
た
り
休
息
所
に
於
て
昼
飯
を

喫
し
兄
弟
姉
妹
と
談
話
し
其
れ
よ
り
本
郷
会
堂
に
行
き
横
井
時
雄
君
を
訪
ね

し
も
不
在
其
よ
り
或
る
青
年
に
導
か
れ
其
宿
所
に
行
き
種
々
談
話
せ
り
夜
は

北
川
千
代
吉
氏
と
将
来
に
関
す
る
問
題
を
話
せ
し
も
不
幸
に
し
て
時
間
不
足

其
意
を
尽
さ
ず
其
よ
り
横
井
時
雄
君
を
訪
ね
暫
ら
く
談
話
し
他
日
の
再
会
を

期
し
て
帰
宅
す
（
※
前
頁
の
表
が
こ
こ
に
入
っ
て
い
る
）

　
　

決
死　

二
十
世
期
（
マ
マ
）ハ

日
本
国
民
が
萬
国
の
大
国
民
の
仲
間
入
す
る
か
全
く
奴

隷
の
如
く
に
な
り
て
滅
ぶ
か
の
二
途
な
り
我
儕
倭
民
族
た
る
も
の
豈
奮
励
せ

ず
し
て
可
な
ら
ん
哉

四
日
（
月
曜
）
昨
日
の
疲
労
に
て
八
時
頃
迠
就
褥
其
よ
り
松
田
順
平
（
仙
台
孤

児
園
主
任
）
本
郷
定
次
郎
（
暁
星
園
主
任
）
博
愛
社
石
井
十
次
「
前
田
英
哲

小
橋
礼
太
郎
」
の
諸
氏
へ
の
端
書
を
出
せ
り
又
林
ウ
タ
愛
姉
へ
の
書
翰
を
認

め
来
る
土
曜
日
面
会
又
金
曜
日
夜
岩
佐
琢
三
氏
に
面
会
の
為
に
出
づ
る
事
を

約
せ
り
小
澤
縫
殿
助
氏
来
談
せ
ら
る
同
氏
将
来
の
方
針
に
付
き
種
々
談
話
せ

り
同
氏
は
□
農
を
好
む
と
雖
も
父
母
の
勧
め
の
為
に
医
学
を
修
め
ん
と
志
さ

る
ゝ
よ
し
午
后
星
野
慎
之
助
兄
と
個
人
将
来
の
事
に
付
き
又
博
愛
社
計
画
の

事
業
に
就
き
話
せ
り
同
氏
も
大
に
同
感
を
表
せ
ら
る
夜
は
有
志
の
兄
弟
姉
妹

十
四
五
人
に
岡
山
孤
児
院
の
由
来
博
愛
社
の
由
来
及
び
其
合
同
の
由
来
震
災

孤
児
院
の
由
来
を
話
し
神
の
妙
な
る
御
摂
理
を
味
ひ
た
り
「
あ
ゝ
神
の
智
と

識
の
富
は
深
か
な
其
法
度
は
測
り
難
く
其
踪
跡
は
索
ね
難
し
」

　
　

○
誠
に
実
に
爾
曹
に
告
げ
ん
我
を
信
ず
る
も
の
は
我
行
と
す
る
の
事
を
行
ん

此
よ
り
大
な
る
事
を
行
べ
し
蓋
我
父
へ
往
ば
な
り

　
　

○
イ
エ
ス
答
て
彼
等
に
曰
け
る
は
神
を
信
ぜ
よ
誠
に
我
な
ん
ぢ
ら
に
告
げ
ん

誰
に
で
も
其
心
に
疑
ふ
事
な
く
其
い
ふ
所
の
言
は
必
ず
成
べ
し
と
信
じ

此
山
に
移
り
て
海
に
入
れ
と
い
ふ
い
は
く
其
言
の
如
し
成
る
べ
し
其
故

に
我
な
ん
ぢ
ら
に
告
げ
ん
凡
そ
祈
祷
の
時
そ
の
求
ふ
所
の
も
の
は
必
ず

得
べ
し
と
信
ぜ
ば
必
ず
得
べ
し
（
馬
可
伝
一
一
ノ
二
十
二―

二
十
四
）

　
　

○
イ
エ
ス
彼
に
曰
け
る
は
爾
も
し
信
ず
る
事
を
得
ば
信
ず
る
者
に
於
て
為
能

は
ざ
る
事
な
し
馬
可
、
九
ノ
二
十
三
、

　
　

○
誠
に
実
に
爾
曹
に
告
げ
ん
一
粒
の
麦
も
し
地
に
落
ち
て
死
ず
ば
一
に
て
存

人
も
し
死
ば
多
の
実
を
結
ぶ
べ
し
約
、
十
二
ノ
二
十
四
、

五
日
（
火
曜
）
午
前
七
時
頃
起
褥
其
よ
り
聖
書
を
読
み
祈
祷
を
な
し
数
日
来
の
炎

暑
の
為
又
少
し
く
食
事
を
誤
ま
り
し
為
大
に
胃
を
損
じ
疲
労
せ
り
少
し
く
休

み
居
り
し
時
に
暁
星
園
主
任
本
郷
定
次
郎
氏
来
訪
せ
ら
る
暫
時
暁
星
園
今
日

の
有
様
を
聞
き
し
其
よ
り
同
伴
し
て
出
口
た
か
女
史
を
訪
ね
し
又
本
郷
君
の

妻
君
に
面
会
し
た
り
共
に
主
の
御
恵
み
と
信
仰
上
の
談
話
を
な
せ
し
其
よ
り

帰
り
て
震
災
孤
児
院
へ
の
書
翰
を
認
め
差
出
し
将
に
他
出
せ
ん
と
せ
し
時
に

中
川
嘉
兵
衛
君
来
訪
せ
ら
れ
震
災
孤
児
院
へ
の
寄
附
金
百
円
の
手
形
を
渡
さ

る
同
君
の
寄
付
金
に
つ
き
て
は
一
度
催
促
し
致
し
呉
れ
と
の
事
な
り
し
も
主
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一
三

の
導
き
に
よ
り
て
中
川
嘉
兵
衛
君
の
衷
情
よ
り
な
さ
る
ゝ
事
を
祈
り
て
別
に

催
促
を
せ
ざ
り
し
然
る
に
今
日
突
然
来
ら
れ
百
円
の
手
形
を
出
し
震
災
孤
児

院
へ
送
り
呉
れ
と
の
事
又
同
君
の
云
は
る
ゝ
に
は
是
の
寄
附
の
世
間
に
顕
は

る
ゝ
を
厭
ふ
願
く
は
北
海
の
一
農
夫
寄
附
致
す
べ
し
呉
れ
と
の
事
斯
る
寄
附

こ
そ
主
の
前
に
喜
ば
る
ゝ
寄
附
と
謂
ふ
可
し
余
は
中
川
氏
の
寄
附
の
神
の
前

に
登
り
し
事
を
感
謝
す
ア
ー
メ
ン
其
よ
り
直
に
其
手
形
を
名
古
屋
震
災
孤
児

院
に
送
れ
り
其
よ
り
四
ツ
谷
西
信
濃
町
川
村
正
平
君
を
訪
ね
久
し
振
り
に
て

談
話
せ
り
帰
宅
後
暫
時
運
動
を
な
し
夜
は
種
々
研
究
を
な
し
又
信
仰
上
の
談

話
を
な
し
十
時
褥
に
就
く
今
日
北
海
道
林
竹
太
郎
兄
よ
り
端
書
到
着
早
く
来

れ
と
申
越
さ
れ
た
り

六
日
（
水
曜
）
今
日
も
少
し
く
疲
労
し
て
休
み
居
り
し
然
る
に
本
郷
定
次
郎
兄
来

訪
さ
れ
種
々
将
来
に
つ
き
談
話
せ
り
又
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
五
報
）
を

認
む
夜
は
湯
谷
瑳
一
郎
兄
来
談
せ
ら
る
又
同
志
感
話
会
を
開
き
共
に
祈
れ
り

七
日
（
木
曜
）
今
日
は
昨
夜
の
不
眠
の
為
に
大
に
疲
れ
八
時
頃
迠
休
み
居
り
し
其

よ
り
準
備
を
な
し
長
谷
川
久
吉
氏
を
訪
ね
ん
と
し
て
本
郷
菊
坂
に
行
き
し
も

遂
に
見
当
ら
ず
其
よ
り
本
郷
勧
業
場
に
行
き
品
物
を
縦
覧
せ
し
石
版
画
の
店

に
至
り
坂
田
金
時
幼
時
の
有
様
を
画
き
し
も
の
あ
り
余
之
を
見
て
大
に
感
じ

た
り
又
白
虎
隊
戦
死
の
図
を
見
て
大
に
感
じ
た
り
其
よ
り
浅
草
倉
前
工
業
学

校
に
行
き
縦
覧
せ
り
大
に
感
ず
る
所
あ
り
其
よ
り
浅
草
公
園
地
に
行
き
暫
ら

く
休
息
又
上
野
公
園
地
に
行
き
暫
ら
く
休
み
少
し
く
腹
部
の
加
減
の
悪
し
き

為
に
帰
宅
直
に
褥
に
就
く

八
日
（
金
曜
）
今
日
は
早
朝
起
き
て
準
備
を
な
し
九
時
頃
よ
り
人
力
車
を
雇
ひ

銀
坐
博
聞
社
に
行
き
村
尾
元
之
助
氏
を
訪
ね
し
も
不
在
其
よ
り
農
商
務
省
に

行
き
諏
訪
鹿
三
君
を
訪
ね
し
も
不
在
小
澤
縫
殿
助
氏
を
訪
ね
又
石
川
政
則
氏

の
宅
を
訪
ね
小
野
田
鎮
氏
の
事
に
付
き
又
小
野
田
老
母
の
帰
京
の
事
に
付

き
種
々
談
話
せ
り
其
よ
り
築
地
明
石
町
美
以
教
会
牧
師
石
坂
亀
次
君
を
訪
ね

談
話
し
其
よ
り
牛
乳
と
パ
ン
に
て
昼
飯
を
喫
し
其
よ
り
井
上
文
慈
郎
君
を
訪

ね
し
も
不
在
な
り
し
其
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
麻
屋
に
行
き
原
胤
昭
君
を
訪

ね
し
も
不
在
其
よ
り
赤
坂
霊
南
坂
町
霊
南
坂
教
会
牧
師
綱
島
佳
吉
氏
を
訪
ね

種
々
談
話
し
其
よ
り
赤
坂
病
院
ホ
イ
ト
ニ
ー
氏
を
訪
ね
し
も
不
在
其
よ
り
麻

布
本
村
町
安
藤
太
郎
氏
を
訪
ね
し
も
不
在
又
学
農
社
津
田
仙
翁
を
訪
ね
し
も

不
在
其
よ
り
芝
白
金
三
光
寺
村
向
営
館
主
田
村
直
臣
氏
を
訪
ね
種
々
談
話
し

た
り
又
同
氏
の
宅
に
下
婢
と
し
て
務
め
居
ら
る
ゝ
姫
路
教
会
の
信
徒
井
上
は

な
姉
に
面
会
せ
り
其
よ
り
明
治
学
院
に
行
き
下
よ
り
其
建
物
を
眺
め
直
に
井

深
梶
之
助
氏
の
宅
を
訪
ね
し
種
々
教
育
上
の
事
孤
児
院
事
業
の
将
来
に
付
き

又
同
氏
の
洋
行
の
際
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
孤
児
院
又
ヒ
ヤ
デ
ル
ヒ
ヤ
府
の
ジ

エ
ラ
ル
ド
コ
レ
ジ
を
参
観
せ
ら
れ
し
時
の
感
じ
を
述
べ
ら
る
大
に
益
を
得
た

り
其
よ
り
築
地
立
教
女
学
校
に
行
き
岩
佐
琢
三
氏
小
宮
珠
氏
に
教
育
上
事
業

上
の
談
話
を
な
せ
り
其
よ
り
原
胤
昭
君
を
訪
ね
監
獄
教
誨
監
獄
改
良
免
囚
保

護
北
海
開
拓
の
事
に
付
き
談
話
せ
り
十
一
時
小
沢
き
く
姉
の
宅
に
投
宿

九
日
（
土
曜
）
今
日
は
疲
労
の
為
に
十
二
時
頃
迠
休
息
午
后
は
林
ウ
タ
愛
姉
来
談

せ
ら
る
益
々
其
決
心
の
堅
く
す
る
事
を
話
さ
る
晩
景
に
及
ん
で
帰
社
せ
ん
と

せ
し
に
甚
し
く
下
痢
し
大
に
疲
労
せ
り
遂
に
小
澤
氏
宅
に
宿
せ
り
小
澤
き
く

愛
姉
弟
妹
の
一
方
な
ら
ぬ
介
抱
を
受
け
し
は
実
に
感
謝
に
耐
へ
ざ
る
な
り

十
日
（
日
曜
）
午
前
は
人
力
車
を
雇
ふ
て
帰
社
す
幸
ひ
信
仰
上
の
集
り
に
列
し
共

に
神
に
祈
れ
り
午
后
は
社
内
に
於
て
一
同
団
欒
し
て
談
話
せ
り
夜
は
礼
拝
堂

に
於
て
平
安
と
喜
楽
に
つ
き
話
せ
り
九
時
頃
よ
り
岩
本
兄
の
宅
に
て
七
名
ほ

ど
の
人
々
と
孤
児
院
と
博
愛
社
の
将
来
に
就
き
話
せ
り

十
一
日
（
月
曜
）
今
日
は
終
日
腸
胃
の
調
は
ざ
る
為
休
め
り
頻
り
に
渇
を
覚
へ
少

し
も
食
気
な
く
且
身
体
疲
労
し
て
吸
嗽
咯
痰
少
し
く
あ
り
今
日
は
何
等
の
業

を
も
な
す
事
能
は
ず
只
褥
に
伏
し
て
あ
り
し
今
日
斬
髪
せ
り

十
二
日
（
火
曜
）
今
日
も
尚
腸
胃
調
は
ず
午
前
よ
り
午
后
へ
か
け
て
休
め
り
、
夜

は
明
治
女
学
校
取
締
呉
く
み
子
姉
外
二
名
の
姉
妹
に
聖
霊
を
受
く
る
事
キ
リ

ス
ト
の
十
字
架
愛
の
実
行
の
三
個
条
に
つ
き
話
せ
り
今
日
午
前
村
尾
三
之
助
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一
四

氏
来
訪
せ
ら
る
博
聞
社
の
困
難
商
業
界
の
□
□
を
話
さ
る

十
三
日
（
水
曜
） 

今
日
も
午
前
よ
り
午
后
に
か
け
て
岡
山
孤
児
院
へ
の
書
翰
（
第

五
報
）
を
認
め
た
り
又
呉
く
み
子
愛
姉
来
訪
せ
ら
れ
種
々
談
話
来
る
日
曜
の

晩
に
孤
児
教
育
に
つ
き
て
の
談
話
を
な
す
事
を
約
せ
り
晩
景
よ
り
矢
島
か
じ

子
愛
姉
に
面
会
し
種
々
談
話
せ
り
其
よ
り
帰
社
名
出
い
く
愛
姉
来
訪
せ
ら
れ

種
々
談
話
せ
り
十
一
時
褥
に
就
く
神
は
呉
く
み
子
愛
姉
の
手
に
由
て
靴
を
一

足
、
ハ
ン
ケ
チ
二
品
与
へ
ら
る

十
四
日
（
木
曜
）
今
日
も
午
前
よ
り
午
后
へ
か
け
て
博
愛
社
へ
の
書
翰
（
第
十
六

報
）
前
田
兄
へ
の
書
翰
大
須
賀
亮
一
兄
へ
の
葉
書
、
名
古
屋
伊
藤
延
吉
氏

へ
の
葉
書
震
災
孤
児
院
へ
の
葉
書
を
認
め
差
出
せ
り
又
姫
路
教
会
の
露
無

文
治
兄
井
上
恒
次
兄
両
氏
へ
の
葉
書
沢
田
寸
二
兄
へ
の
葉
書
水
守
立
節
氏

へ
の
葉
書
を
認
め
た
り
又
田
井
正
一
氏
へ
信
仰
之
友
を
返
し
た
り
夜
は
番

町
教
会
の
祈
祷
会
に
列
し
孤
児
院
将
来
の
難
問
を
話
し
且
つ
祈
れ
り
牧
師

原
田
助
氏
に
始
め
て
面
会
せ
り
其
よ
り
三
沢
黙
二
郎
を
訪
ね
二
三
の
兄
弟

姉
妹
と
談
話
を
な
せ
り

十
五
日
（
金
曜
日
）
午
前
は
原
田
助
君
を
訪
ね
同
君
洋
行
中
の
聞
見
を
委
細
承
は

り
た
り
殊
に
ム
ー
デ
ー
氏
の
品
格
を
聞
き
大
に
感
ず
る
所
あ
り
し
又
同
君

は
余
の
精
神
を
助
け
ら
れ
一
冊
の
書
物
を
与
へ
ら
る
（
是
れ
は
露
国
の
ト

ル
ス
ト
イ
伯
の
著
わ
せ
し
書
に
し
て
勤
労
の
大
切
な
る
事
を
論
ぜ
し
も
の

な
り
）
午
前
は
岩
本
氏
の
妻
君
に
面
会
せ
り
午
后
は
丹
羽
清
次
郎
君
に
面

会
の
為
神
田
区
三
崎
町
迠
散
歩
せ
し
も
同
氏
不
在
雨
天
遂
に
帰
社
夜
は
巌

本
兄
と
将
来
に
関
す
る
問
題
に
付
き
談
話
せ
り
又
ト
ル
ス
ト
イ
伯
の
著
わ

せ
し
書
物
の
大
意
を
聞
き
し
大
に
益
を
得
た
り　
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